





























については昭和40年以前･ 40-44 ･ 45-49 ･ 50-54 ･ 50-59 ･ 60年以後の領域に分類処理を実施した｡
【結果と考察】
土地被覆分類では､分離度により選定された6バンドを使用した土地被覆分類図と任意の6バンドを使用
した土地被覆分類図を比較した｡分離度による土地被覆分類図の方がよく植生抽出できることから､分離度
によるバンド選定の重要性を示した｡また針葉樹林地抽出の精度評価を行うために､植生指数による解析を
用いて針葉樹林地を抽出し､土地被覆分類図の針葉樹林地と植生指数による針葉樹林地を比較した｡針葉樹
林地抽出のための植生指数の条件は､ NDVIが0.7-0.85､ DVIが1200以下とした｡両者の針葉樹林地は全体
の99.5%の画素で-一致した｡間伐強度の把握では､スギを示す画素を抽出したデータを作成し､目視判読に
より強度間伐地を確認した｡教師付き分類では強度間伐地を特定することができたが､間伐を実施していな
い領域と弱度間伐地では大きな違いがみられなかった｡植林年数の把握では､分類結果と植林図の植林年数
との対応は芳しくないものの､昭和40年以前と以後を分類することができた｡リモートセンシングでは現状
の量的および質的な植生情報を観測している｡しかし､植林後の森林管理や気象条件によって人工林の生育
環境が異なり､同じ年代に植林されたスギでも質的および量的特徴に差が出ることが考えられる｡植生の質
的および量的特徴に影響を及ぼす情報を航空機-イパースペクトル観測の解析に反映させることが必要であ
る｡森林管理の記録や生育環境の変化に関する情報を蓄積することで詳細な植林年数を推定することが期待
できる｡
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